
②両手の人差し指を伸ばして
鼻の下に当て、ひげが伸びて
いる様子を表すように左右に
広げながら前に伸ばす。
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　１
月
〜
３
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

１
月
の
日
程

③両手の親指・人差し指・中
指を伸ばし、鼻の下に親指の
先を当てたら、ひげが伸びて
いる様子を表すように左右に
広げる。

①両手の人差し指と親指の先
を付けて鼻の下に当て、ひげ
が伸びている様子を表すよう
に左右に広げる。

広
報
文
芸

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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